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1はじめに
前稿「特別活動の研究」（その1）においては、戦後初めての『学習指
導要領一般編（試案）』（昭和22年）と昭和26年改訂『学習指導要領一
般編（試案）』とに視点を当て、そこにおける特別活動の様相を探った。
いずれの学習指導要領においても経験主義の理念を背景にしていることが
分かった。就中、それは昭和26年改訂の『学習指導要領一般編（試案）』
において顕著に認められた。そこでは、経験を基盤に教育課程、あるいは
学習指導を構想しているが、とりわけ経験主義的な性格を有しているのが、
「教科以外の活動」（小学校）と「特別教育活動」（中学校）である。
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以上のことを踏まえ、本論では昭和33年以降の学習指導要領における特
別活動の本質を、学習指導要領の改訂の歴史を追うことによって探ること
とする。
H戦後の特別活動
1r特別教育活動・学校行事等」（小学校）、r特別教育活動・学校行事等」
（中学校）〔昭和33年『小学校学習指導要領』昭和33年r中学校学習
指導要領』〕
昭和33年に改訂された学習指導要領を見てみると、小学校の場合（1）、従
来の教科以外の活動が廃止され、特別教育活動と学校行事等になっている。
中学校の場合（2）は、従来の特別教育活動とそれに学校行事等が加えられて
いる。小学校と中学校を通して特別教育活動という名称に統一された。学
習指導要領おいては、特別教育活動、学校行事等が独立して一節として設
けられ、そして「目標」「内容」「指導計画作成及び指導上の留意事項」等
の項のもとにそれぞれの内容が明示された。それは、昭和33年3月の教育
課程審議会の答申（「小学校・中学校教育課程の改善について」）の中に
「特別教育活動は……その指導領域の種類・範囲を明らかにすること。学
校行事その他は、その指導領域種類・範囲を明らかにすること。」（小学校
の場合）（3）という内容が明示され、領域として掲げられたためである。勿
論、中学校の場合も特別教育活動と学校行事等の領域が掲げられている。
まず、小学校の特別教育活動と学校行事等の様相を以下に見てみる。
○特別教育活動
A児童会活動
B学級会活動
Cクラブ活動
○学校行事等
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・儀式
・学芸的行事
・保健体育的行事
・遠足
・学校給食
（1）特別教育活動（小学校）
まず、「目標」であるが、
○児童の自発的、自治的な活動を通して、自主的な生活態度を養い、
社会性の育成を図る。
○所属する集団の運営に積極的に参加し、その向上発展に尽くすこと
ができるようにする。
○実践活動を通して、個性の伸長を図り、心身ともに健康な生活がで
きるようにする。
と三者を掲げている。従来の学習指導要領（試案）には見られなかった目
標を掲げ、児童の自発的、自治的な実践活動を重視する新たな教育の展開
をしていくことを強調している。そして、前述のごとく特別教育活動は、
教育課程上の独自の領域であることも明示している。
次いで、r内容」であるが、それは、rA児童会活動」、rB学級会活
動」、「Cクラブ活動」の三者より成っている。特に、「B学級会活動」
については、「毎週一定の時間を学級会にあてることが望ましい。」とされ、
その取扱う時間等が明示された。更に、「A児童会活動」は、主に高学
年児童による運営、「Cクラブ活動」は、主として中学年以上の同好の
児童の組織等とそれぞれの活動の主体が明示されている。
最後に、「指導計画作成および指導上の留意事項」としては、指導計画
の作成、弾力性・融通性に富む実施計画、指導に当たって等の留意事項の
三者の内容が掲げられている。特に、ここに掲げられている「児童の自発
的な要求を可能なかぎり受け入れる」「児童の自主的活動を基本」「積極的
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に参加できる活動」等の文言から、児童の自主的活動を内容とした特別教
育活動であることが分かる。
（2）学校行事等（小学校）
学校行事等は、前述のごとく特別教育活動と同様に教育課程上に位置付
けられ、児童の自発的、自治的な活動（特別教育活動）と区別され、実施
されることになった。この学校行事等は、特別教育活動と異なりr……年
間、学期、月または週ごとに適切な授業時数を配当することが望ましい。」
とあり、目標を達成するために適宜行うものとされている。
まず、その「目標」であるが、
○学校行事等は、各教科、道徳および特別教育活動のほかに、これら
とあいまって小学校教育の目標を達成するために、学校が計画し実施
する教育活動とし、児童の心身の健全な発達を図り、あわせて学校生
活の充実と発展に資する。
とあり、「心身の健全な発達を図り」「学校生活の充実と発展に資する。」
ということを強調している。前者のr心身の健全な発達を図り」は、現在
の特別活動（平成10年改訂学習指導要領）において、r方、後者r学校生
活の充実と発展に資する。」は、現在の学校行事（平成10年改訂学習指導
要領）においてそれぞれ強調されている内容である。
次いで、「内容」であるが、それは、儀式、学芸的行事、保健体育的行
事、遠足、学校給食等の五者より成っている。学校給食以外は、現在の学
校行事においても取り上げられている内容である。
最後に、「指導計画作成および指導上の留意点」としては、各教科、道
徳及び特別教育活動との関連、地域社会の要請との関連、集団行動におけ
る児童の規律的な態度の育成、児童の負担過重、国旗掲揚・君が代斉唱
（望ましい。）、学校給食の実施の際、適切な指導等の内容が掲げられてい
る。集団における規律的な態度の育成は、現在の学校行事で強調している
「集団への所属感」に通じるものが存在する。国旗掲揚や君が代斉唱につ
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いては、それが望ましいとしているが、現在の「国旗を掲揚するとともに、
国歌を斉唱するように指導するものとする。」（平成16年改訂学習指導要領）
と対比するとき、それらの取扱いは緩やかである。
（3）特別教育活動（中学校）
次いで、中学校の特別教育活動と学校行事等の様相を以下に掲げる。そ
の前に両者の活動内容を示しておく。
○特別教育活動
A生徒会活動
Bクラブ活動
C学級活動○学校行事等
・儀式・学芸的行事
・保健体育的行事
・遠足・修学旅行
・学校給食
中学校の特別教育活動と学校行事等も小学校の場合と同様に、学習指導
要領の中で独立して一節として設けられ、そして「目標」「内容」「指導計
画作成および指導上の留意事項」等のもとにその内容がそれぞれ明示され
ている。それは、昭和33年3月の教育課程審議会答申（「小学校・中学校
教育課程の改善について」）の中にr中学校の教育課程は、r教科』、r道徳』、
r特別教育活動』およびr学校行事その他』を含むものとし」（4）中学校の
教育課程を構成する領域として特別教育活動と学校行事等が明示されたた
めである。
まず「目標」であるが、
○生徒の自発的、自治的な活動を通して、楽しく規律正しい学校生活
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を築き、自主的な生活態度や公民としての資質を育てる。
○健全な趣味や豊かな教養を養い、余暇を活用する態度を育て、個性
の伸長を助ける。
○心身の健康の助長を図るとともに、将来の進路を選択する能力を養
う。
の三者を掲げている。中学校の場合も、小学校と同様に従来の学習指導要
領（試案）には見られなかった目標を掲げ、生徒の自発的・自治的な実践
活動を重視する新たな教育の展開をしていくことを強調している。
次いで、「内容」であるが、それは、「A生徒会活動」、「Bクラブ活
動」、「C学級活動」の三者より成っている。昭和26年に改訂された学習
指導要領一般編において掲げてあった「生徒集会」は、前述したA、B、
C等の三者の活動の一部に含まれるものとしている。「Bクラブ活動」
は、r指導計画作成および指導上の留意事項」にr学校の実情に応じ適当
な時間を設けて」とあり、そして「全校生徒が参加できることが望ましい
ことではあるが、生徒の自発的な参加によってそのような結果が生まれる
ように指導することがたいせつである。」とあることから、実際には必修
でなく、放課後に行われていた部活動であった。また、従来の「ホームルー
ム」という言葉を廃して、rC学級活動」と呼ぶようにし、特に学級活
動の中に「将来の進路の選択に関する活動」を位置付け、その内容と指導
時数についても明示（学級活動は、毎学年35単位時間以上実施するものと
し、このうち進路指導については、毎学年計画的に実施し、卒業までの実
施時数は40単位時問を下っては成らない。）している。「C学級活動」で
取扱う内容としては、前述した進路指導以外に、「学級としての諸問題の
話合いと処理、レクリェーション、心身の健康保持」等が掲げられている。
ここでは学級生活及び生徒個々人の学習や生活のあり様をめぐって、学級
の成員全体あるいは個々人が「自発的・自治的」（「目標」に掲げられてい
る内容」）に取り組んでいくように指導する必要がある。その際の内容と
しては、生徒個々人が学級の一員として何らかの社会的役割を受け持ち、
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生徒全員が全体としての一つの目的のもとに行う活動の指導と、学級にお
ける好ましい人間関係の育成を志向し、学級の生徒の個々人の生活、学級
集団の実態とに密着した適応指導の二者が考えられる。しかし、昭和33年
改訂の学習指導要領における「C学級活動」の場合、前述した内容によ
る区別は存在せず、総て自発的・自治的な方法で学級活動が展開される嫌
いがあることは否めないのである。斯様な新たな課題の解決策として、昭
和44年改訂の学習指導要領においては「学級会活動」と「学級指導」との
分離が行われることになる。
最後に「指導計画作成および指導上の留意点」としては、10項目にわたっ
てその内容が掲げられている。特に、ここに掲げられている「生徒の自発
的な活動」rなるべく生徒も自ら計画を作り、自主的に活動するのを奨励
し」「生徒の自発的な参加」「生徒の自主的な活動を促す」等の文言からは、
小学校と同様に生徒の自発的・自治的な活動を重視する特別教育活動であ
ることが分かる。
（4）学校行事等（中学校）
学校行事等は特別教育活動と同様に教育課程上に位置付けられ、生徒の
自発的・自治的な活動（特別教育活動）と区別され、実施されることになっ
た。この学校行事等は、特別教育活動と異なり「学校行事等においては、
儀式、学芸的行事、保健体育的行事、遠足、修学旅行、学校給食、その他
上記の目標を達成する教育活動を適宜行うものとする。」とあるように適
宜行うことを基盤にしている。
まず、「目標」であるが、
○学校行事等は、各教科、道徳および特別教育活動のほかに、これら
とあいまって中学校教育の目標を達成するために、学校が計画し実施
する教育活動とし、生徒の心身の健全な発達を図り、あわせて学校生
活の充実・発展に資する。
とあり、「学校生活の充実と発展に資する。」ということを強調している。
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次いで、「内容」であるが、それは、儀式、学芸的行事、保健体育的行
事、遠足、修学旅行、学校給食等の六者より成っている。学校給食以外は、
現在の学校行事（平成10年改訂学習指導要領）においても取り上げられて
いる内容である。
最後に、「指導計画作成および指導上の留意事項」としては、7項目に
わたってその内容が掲げられている。特に、ここに掲げられている「教育
的価値をじゅうぶん検討」「学校生活に変化を与え、生徒の生活を楽しく
豊かに」などの文言からは、学校生活の充実と発展を強調していることが
分かる。また国旗掲揚、君が代の斉唱については、それをr望ましい」と
しているが、現在の「国旗を掲揚するとともに、国歌を斉唱するように指
導するものとする。」（平成10年改訂学習指導要領）と対比するとき、その
取扱いは緩やかである。
以上は、昭和33年に改訂された学習指導要領における「特別教育活動」
と「学校行事等」の様相である。これらと昭和26年に改訂された学習指導
要領（一般編試案）におけるr教科以外の活動」（小学校）並びにr特
別教育活動」（中学校）とを対比してみるとき、特別活動に関する内容は
飛躍的に充実し、従来の実績の上に名実ともに現在の原型が成立したとい
えよう。
2r特別活動」（小学校）、r特別活動」（中学校）〔（昭和43年r小学校学
習指導要領』昭和44年r中学校学習指導要領』〕
昭和42年10月教育課程審議会は、調和と統一のある教育課程の実現を図
るという方針のもとに、特別教育活動および学校行事等の内容を精選し、
人間形成の上から重要な教育活動を統合して、新たな「特別活動」を設け
ることを答申（小学校学習指導要領）（5）した。この答申の趣旨に沿って、
新しい学習指導要領が告示され、小学校の教育課程は各教科、道徳及び特
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別活動によって編成されることになり、特別活動の指導が一層重要視され
ることになった。中学校の教育課程に関する教育課程審議会の答申は、昭
和43年に発表され、小学校と同様に教育課程は、各教科、道徳及び特別活
動によって編成されることになった。
まず、小学校の特別活動の様相を以下に見てみる。
○特別活動
・児童活動児童会活動、学級会活動、クラブ活動
・学校行事儀式、学芸的行事、保健体育的行事、遠足的行
事、安全指導的行事・学級指導学校給食、保健指導、安全指導、学校図書館の
利用指導、その他
（1）特別活動（小学校）
小学校の特別活動は、「目標」「内容」等の項もとに明示されている。更
に、内容は「目標」「内容」「内容の取り扱い」の三者によって構成されて
いる。
まず、「目標」であるが、
○望ましい集団活動を通して、心身の調和的な発達を図るとともに、
個性を伸長し、協力してよりよい生活を築こうとする実践的な態度を
育てる。
とある。ここでは、望ましい集団活動を通して「心身の調和的な発達」
r個性の伸長」および「協力してよい生活を築こうとする実践的態度の育
成」を図ることを特別活動の全体の目標として強調している。ここでいっ
ているr望ましい集団活動」とは、特別活動の特質のことである。
そして、これを受けて特別活動を構成する三者の内容（児童活動、学校
行事、学級指導）について、それぞれ目標が具体的に述べられている。以
下に、それぞれの内容ごとにr目標」r内容」r内容の取り扱い」等を述べ
ておく。
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●児童活動
ア目標
児童の自発的、自治的な実践活動を通して、健全な自主性と豊
かな社会性を育成し、個性の伸長を図る．
このため、
○所属する集団の一員としての役割を自覚して、集団の運営に進んで
参加し、その向上発展に尽くすことができるようにする。（A）
○集団のなかで自己を正しく生かすとともに、他の成員と協力して、
楽しく豊かな生活を築くことができるようにする。（B）
この児童活動の目標は、昭和33年に改訂された学習指導要領における特
別教育活動等の本質を踏襲している。それは、特別教育活動の目標で強調
されている「児童の自発的、自治的な活動」「自主性や社会性の育成」「実
践活動を通し、個性の伸長」等の内容を重視した児童活動の目標が掲げら
れているためである。総括的な目標の後段に掲げられているr健全な自主
性」やr豊かな社会性」の育成あるいはr個性の伸長」は、その前段に掲
げられている「児童の自発的、自治的な実践活動を通して」達成を図るこ
とにある。そのための具体的な目標としては、AとBの二者が掲げられて
いる。Aでは、集団の一員として集団の向上発展に尽くす側面を示すと同
時に、集団の中の個を埋没させず、積極的に個を生かしていく側面を示し
たものといえる。そして、Bでは、このように集団の中で自己を生かすと
ともに、実践を通して仲間と協力し、楽しく豊かな生活を築いていこうと
する態度や能力を身に付けていくことができるようにすることを示してい
る。（6）
次いで、「内容」であるが、それは前述したごとく「児童会活動」「学級
会活動」「クラブ活動」の三者より成っている。「児童会活動」をめぐって、
小学校学習指導要領には「児童会は、全校の児童をもって構成し、学校生
活に関する諸問題を話し合い、解決し、更に学校内の仕事を分担処理する
ための活動を行なうものとする。」（了）と示されている。したがって、児童会
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活動においては、学校生活に関する諸問題を話し合い、解決する活動と、
学校内の仕事を分離処理する活動とが、一体的、有機的な関連を持って運
営されなければならない。その運営は主として高学年が行うとされている。
次いで、「学級会活動」をめぐって，小学校学習指導要領には「学級会は、
学級ごとに、全員をもって組織し、学級生活に関する諸問題を話し合い、
解決し、更に学級内の仕事を分担処理するための活動を行なうものとす
る。」（8）と示されている。学校生活は、学級を基盤として営まれる故、こ
こでは学級の中で児童の個々人が学級の一員として何らかの社会的役割を
受け持ち、児童全員が全体としての一つの目的のもとに行う活動を学級会
活動の特色として捉えている。その内容としては、「話し合い活動」「係り
の活動」「学級会の活動」の三者を掲げている。最後の、「クラブ活動」を
めぐって、小学校学習指導要領には「クラブは、主として第4学年以上の
同好の児童をもって組織し、共通の興味・関心を追及する活動を行なうも
のとする。」（9）と示されている。クラブ活動は、児童会活動や学級会活動
と異なり、学級や学年の枠を外して同好の児童によって組織されるもので
ある。
最後に、「内容の取り扱い」について簡約する。ここでは、指導に当たっ
ての留意事項が二者にわたって示されている。前半には、児童会活動、学
級会活動、クラブ活動の三者を指導する際の共通した留意事項が示され、
一方後半には内容ごとに指導に当たっての留意事項が示されている。例え
ば、「児童会活動には、毎週または一定の時問を充てることが望ましいこ
と。」とし、「学級会活動には、毎週1単位時間（1単位時間の長さは、各
教科および道徳に準ずる。クラブについても同じ。）を充てることが望ま
しいこと。」とし、「クラブ活動には、毎週1単位時間を充てることが望ま
しいこと。」としている。
●学校行事
ア目標学校生活に秩序と変化を与える教育活動によって、児童の心身
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の健全な発達を図り、あわせて学校生活の充実と発展に資する。
このため、
○行事に積極的に参加させ、日常の学習成果の総合的な発展を図ると
ともに、学校生活を明るく豊かなものとする。（A）
○集団への所属感を深めさせるとともに、集団行動における望ましい
態度を育てる。（B）
昭和33年に改訂された学習指導要領においては、学校行事等という名称
であったが、ここではr等」という語が削除され学校行事という名称になっ
ている。従来学校行事等に含まれていた学校給食を新たに設けた学級指導
の領域に入れ、学校行事と呼ぶのに相応しい内容に精選されている。学校
行事の目標を見てみると、初めに学校行事の総括目標によって学校行事の
全体的な方向が明確にされ、次いで「このため」として具体的な目標が掲
げられている。総括的な目標に掲げられているr学校生活に秩序と変化を
与える教育活動によって」は、学校行事の特質を述べたものである。具体
的な目標のAにおいては、学校行事が「日常の学習生活の総合的な発展を
図る」ものであることが示されている。そして、Bにおいては、学校行事
がr集団の所属感」やr集団における望ましい態度」の育成を図るもので
あることが示されている。学校行事は、斯様に学年乃至全校という大きな
集団全体を一つのまとまりとして組織的に行動するところに特質が存在し、
集団を構成する児童達が喜びや苦労を共に分かち合いながら相互に協力し
合うことによって、所属感一体感が深められ、又規律、協同、責任等集団
行動における望ましい態度が養われる（1。）のである。
次いで、「内容」であるが、それは前述したごとく「儀式」「学芸的行事」
「保健体育的行事」「遠足的行事」「安全指導的行事」の五者より成り立っ
ている。この五種類の行事の具体的な内容をめぐっては、「内容の取り扱
い」の項に掲げられている。
・儀式入学式、卒業式、始業式、国民の祝日における儀式、
朝会その他
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・学芸的行事学芸会、展覧会、映画会その他
・保健体育的行事一運動会、健康診断その他
・遠足的行事遠足、修学旅行その他
・安全指導的行事一安全指導、避難訓練その他
「内容の取り扱い」をめぐっては、「（4）学校行事の各種類には、次のよ
うな活動が考えられるが、各種類ごとに適宜の活動を取り上げて実施する
ものとする。」とあり、また「（1）学校行事においては、その目標の達成
に有効な活動を精選し、実施の時期、時間、回数、方法などについて慎重
に考慮しなければならない。」とある。斯様に学校行事においては、指導
内容は規定されていないし、実施のための時間数についても定められてい
ない。これは、昭和33年に改訂された学習指導要領の学校行事等の立場と
変わらない。したがって、各学校においては、学校行事の目標を達するの
に相応しい活動を掲げ、種類ごとに精選し、実施していく必要があろう。
●学級指導
ア目標学級における好ましい人間関係を育てるとともに、児童の心身
の健康・安全の保持増進や健全な生活態度の育成を図る。
ここでは、児童活動、学校行事以外の学級を中心として指導する教育活
動を、新たにr学級指導」として位置付けている。このr学級指導」とい
う用語は、一般的には各教科や道徳等の学級における指導を包含した意で
使用される場合もあり得るが、しかしここではその意ではない。この目標
は、r学級における好ましい人間関係」r心身の健康・安全の保持増進」
r健全な生活態度の育成」等より構成されており、相互に関連し合うもの
である。初めにr好ましい人問関係」の育成を掲げているが、これは学級
生活が学校生活の基本となっていることから考えても当然であろう。（11）学
級においては、教師と児童、児童相互の問に尊敬と信頼の念がゆきわたり、
親愛と協力等の温かい人間関係が育成されることによって、児童の学級へ
の所属意識が高揚するものである。斯様なことは、延いては学校全体の教
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育的機能を一層充実、強化の方向へ至らしめるのである。
次いで、「内容」であるが、それは学級指導においては、
学校給食、保健指導、安全指導、学校図書館の利用指導その他学級を
中心として指導する教育活動を適宜行なうものとする。
としている。ここでは、r学校給食」r保健指導」r安全指導」r学校図書館
の利用指導」等の教育活動を掲げ、そしてそれをr適宜行なう」としてい
る。これは、学級指導が児童の学校生活や学級生活に実態に即して適切に
計画され、実施されることを基本としているためである。
「内容の取り扱い」をめぐっては、「（1）学級指導においては、……児童
の個人差に応ずる指導を特に考慮する必要がある。」とあることからも、
学級指導がそれぞれの実態に即して適宜実施されることを基盤にしている
ことが分かる。
次いで、中学校の特別活動の様相を以下に見てみる。小学校の特別活動
と多少重なる部分もある故、ここでは簡約する。
○特別活動
A生徒活動生徒会活動、クラブ活動、学級会活動
B学級指導個人的適応に関すること、集団生活への適応に関
すること、学業生活に関すること、進路の選択に
関すること、健康・安全に関すること
C学校行事儀式的行事、学芸的行事、体育的行事、修学旅行
的行事、保健・安全的行事、勤労・生産的行事
（2）特別活動（中学校）
中学校の特別活動も小学校の特別活動と同様にr目標」r内容」等の項
もとに明示されている。更に、内容は「A生徒活動」「B学級指導」
「C学校行事」の三者によって構成されている。
まず、「目標」であるが、
○教師と生徒および生徒相互の人間的な接触を基盤とし、望ましい集
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団活動を通して豊かな充実した学校生活を経験させ、もって人格の調
和的な発達を図り、健全な社会生活を営む上に必要な資質の基礎を養
う。
このため、
○自律的、自主的な生活態度を養うとともに、公民としての資質、特
に社会連帯の精神と自治的な能力の育成を図る。（A）
○心身の健全な発達を助長するとともに、現在および将来の生活にお
いて自己を正しく生かす能力を養い、勤労を尊重する態度を育てる。
（B）
○集団の一員としての役割を自覚させ、他の成員と協調し友情を深め
て、楽しく豊かな共同生活を築く態度を育て、集団の向上発展に尽く
す能力を養う。（C）
○健全な趣味や豊かな教養を育て、余暇を善用する態度を養うととも
に、能力・適性等の発見と伸長を助ける。（D）
とある。この目標の構成は、総括目標の部分とA、B、C、D等の具体目
標の部分とに分けることができる。総括目標の前段に相当する「教師と生
徒および生徒相互の人間的な接触を基盤」とすること、「望ましい集団活
動を通」すこと、「豊かな充実した学校生活を経験させ」ること等の三者
は、特別活動の方法上の原則である。（12一方後段に相当するr人格の調和
的な発達を図り、健全な社会生活を営む上に必要な資質の基礎を養う。」
ということは、特別活動の究極的な目標である。（13）総括目標を達成するた
めの具体的目標の部分には、育成したい資質や能力が四者にわたって述べ
られている。具体的目標のAには、特別活動の目指す望ましい資質の実践
的な側面が、具体的目標のBには、特別活動の目指す望ましい資質の実践
的な側面が、具体的目標のCには、特別活動の目指す望ましい資質として、
個人が社会の一員としてどのようなあり方が必要であるかという側面が、
具体的目標のDには、種々の活動の成果として、どのような教養を身に付
け、どのような能力を発展させるかという側面がそれぞれ述べられてい
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る。〔14）ところで、この特別活動の目標は、昭和33年に改訂された学習指導
要領における特別教育活動及び学校行事等の2つの領域の内容を精選・集
約して、統合されたものである。
次いで、「内容」であるが、それは前述したごとく「A生徒活動」
「B学級指導」「C学校行事」の三者より成っている。前述のごとく小
学校の場合、領域ごとに目標が掲げられているが、中学校の場合、こうし
たことは見られない。rA生徒活動」rB学級指導」rC学校行事」
のそれぞれの項には、活動内容、内容の取扱いに当たっての配慮事項等が
述べられている。「B学級指導」は、小学校と同様に学級を単位とする
指導の場として新しく設けられたものである。中学校学習指導要領の第1
章総則の「適切な進路の指導を行なうこと。」r教師と生徒および生徒相互
の好ましい人間関係を育て、生徒指導の充実を図ること。」と示されてい
るが、これは正に学級指導の意義を示しているといってよい。小学校の
r学級指導」の目標に掲げられているr学級における好ましい人間関係」
の育成と、中学校の「学級指導」の意義とを対比してみると、両者はいず
れも好ましい人間関係の醸成を重要視している点で共通している。
皿おわりに
本論は、表題に示したごとくr特別活動の研究」の第2報である。今回
は昭和33年に改訂された小学校と中学校の学習指導要領（2改訂）と昭和
43年に改定された小学校の学習指導要領（3次改訂）、昭和44年に改訂さ
れた中学校の学習指導要領（3次改訂）に視点を当て、そこにおける特別
活動の様相を探ってきた。前述のごとく小学校の場合は、従来の教科以外
の活動が廃止され、学習指導要領の中に特別教育活動と学校行事等がそれ
ぞれ独立して節として設けられ、そして中学校の場合も学習指導要領の中
に特別教育活動（従来と名称は同じ）に学校行事等が加えられ、それぞれ
独立して節として設けられた。小学校の学習指導要領、中学校学習指導要
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領、いずれも特別教育活動、学校行事等と名称が統一され、従来に比べ特
別活動が飛躍的に充実し、それまでの実績の上に、名実ともに粗現在の原
型が成立したといえる。特別活動の原型が成立したとはいえ、「A学級
会活動」（小学校）、「C学級活動」（中学校）における内容の取扱いをめ
ぐって新たな課題が生じてきた。その解決のために昭和43年改訂の学習指
導要領（小学校）と昭和44年改訂の学習指導要領（中学校）においては、
いずれもその内容を特別活動の一領域とし、その中に学級会活動（小学校・
中学校）と学級指導（小学校・中学校）に分離して位置付けることになる。
そして、人間形成の上から調和と統一の発展を志向し、統合して新たに
「特別活動」という領域を設け、その指導を重視することとしたのである。
斯様にして、特別活動が充実してきたのである。
【注】
（1）文部省r小学校学習指導要領』（昭和33年改訂）
（2）文部省r中学校学習指導要領』（昭和33年改訂）
（3）文部省「小・中学校『道徳』実施要項小学校・中学校教育課程の改善（答申）」
北海道指導主事連盟p．54
（4）同上書p．59
昭和33年の小学校・中学校学習指導要領の改訂に当たって、昭和33年8月に文
部省令第25号によって学校教育法施行規則の一部が改正された。以下に教育課程
に関する条項を掲げておく。
第24条小学校の教育課程は、国語、社会、算数、理科、音楽、図画工作、家
庭及び体育の各教科並びに道徳、特別教育活動及び学校行事等によって編成
するものとする。
第25条小学校の教育課程については、この節に定めるものの外、教育課程の
基準として文部大臣が別に公示する小学校学習指導要領によるものとする。
第53条中学校の教育課程は、必修科目、選択科目、道徳、特別活動、及び学
校行事等によって編成するものとする。
r戦後日本教育制度史料14』東京法令pp．465－471
（5）文部省r小学校指導書特別活動編』（昭和44年）東洋館出版p．6
昭和42年10月の「教育課程審議会」の答申の基本テーマは、「調和と統一のあ
る教育課程の実現」であった。その方針として、以下の四項目が立てられた。
1日常生活に必要な基本的な知識や技能を修得させ、自然、社会および文
化についての基礎的理解を導くこと。
2生活習慣や態度・健康・体力を養うこと。
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3正しい判断力や創造性、豊かな情操や強い意志の素地を養うこと。
4家庭・社会および国家について正しい理解と愛を育て、責任感と協力の
精神をつちかい、国際理解の基礎を養うこと。
『新教育学大事典7資料』第1法規pp．256－263（6）文部省『小学校指導書特別活動編』（昭和44年）前掲書p．36参照
（7）同上書p．37
（8）同上書pp．37－38
（9）同上書p．38
（10）同上書p．83参照
（11）同上書p．103
（12）文部省『中学校指導書特別活動編』（昭和45年）財団法人日本職業指導
協会p．18参照
（13）同上書p．18
（14）同上書pp．19－21参照
（本学発達科学部教授）
（関東短期大学助教授）
（埼玉県新座市立第三中学校教頭）
（本学発達科学部教授）
（鹿児島大学教育学部教授）
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